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平成 27年度 熊本市エイズ総合対策推進会議 次第 

 

１ 開会 

２ 保健所長挨拶 

３ 会長挨拶 

４ 議事   

１） エイズの現状と課題 

２） 熊本市エイズ対策事業計画 

３） 平成 25～29年度 ＨＩＶ感染および性感染症の予防対策について 

４） 平成 27年度 エイズ対策の主な取り組み 

 ① ＭＳＭ当事者グループ「ＫＫ」との協働 

② エイズ啓発 巡回パネル展「HIV×（日常）×わたし。」の取り組み 

 

５） その他 

５ 閉会 
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１）エイズの現状と課題 

 

■エイズの現状と課題について 

 

熊本大学 エイズ学研究センター  

センター長            

病態制御学分野 教授 松下 修三 



■全国のＨＩＶ感染者・エイズ患者報告数推移

　

0

50

100

150

200

250

300

S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

人 ②新規ＡＩＤＳ患者数（全国） 

男性 同性間の性的接触 

男性 異性間の性的接触 

男性 その他 

女性 性的接触 

女性 その他 

0

200

400

600

800

S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

人 

①新規ＨＩＶ感染者（全国） 

男性 同性間の性的接触 
男性 異性間の性的接触 
男性 その他 
女性 性的接触 
女性 その他 

15歳未満 

15～29歳 

30～39歳 

40～49歳 

50歳以上 

0

100

200

300

400

500

Ｓ60 Ｓ61 Ｓ62 Ｓ63 Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

人 

①新規ＨＩＶ感染者（全国） 

S60 S61 S62 S63 H1 H2 H3 H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

ＨＩＶ感染者 0 0 55 23 80 66 200 442 277 298 277 376 397 422 530 462 621 614 640 780 832 952 1082 1126 1021 1075 1056 1002 1106 1091

エイズ患者 6 5 14 14 21 31 38 51 86 136 169 234 250 231 301 329 332 308 336 385 367 406 418 431 431 469 473 447 484 455

0
200
400
600
800

1000
1200

人 

１．年次推移（全国） 

ＨＩＶ感染者 

エイズ患者 

出典 1～3：厚生労働省エイズ動向委員会によるエイズ発生動向年報及びエイズ動向委員会報告 

※同性間は両性間を含む。その他は不明を含む。 

２．年齢階級別推移 （日本国籍のみ） 

３．感染経路別推移 （日本国籍のみ） 
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※H26確定値 
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■熊本県のＨＩＶ感染者・エイズ患者報告数推移

　

4～6 ：感染症発生動向調査事業 
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感染者累計      74 

 患者累計       54 

感染者患者累計  128 



■エイズ相談・検査数推移

Ｓ61 Ｓ62 Ｓ63 Ｈ元 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 H12 H13 H14 Ｈ15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

相談 15 645 67 24 50 150 1633 1256 820 664 1048 509 534 540 709 795 673 916 1101 1273 1403 1872 1978 1642 1644 1594 1501 1704 1738

検査 2 212 18 10 16 57 1064 997 630 457 534 352 378 430 485 642 521 750 949 1094 1241 1707 1780 1522 1552 1510 1426 1599 1643
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8．【熊本市】 エイズ相談・検査数の推移 
Ｈ22.12～ 6月と12月
の日曜検査を予約不

要で実施(市) 

S.62  エイズパニック 
初の女性患者認定 
感染者妊婦の報告(国) 

H.4   患者・感染者
数が2000を超えた
と発表(国) H.8   非加熱凝固因子

製剤の納入先医療機
関名を公表(国) 

H.14   夜間相談
検査、クラミジア
検査を開始(市) 

H.16  梅毒検査・日
曜相談検査を開始
(市) 

H.18  即日検査を
開始(市) 

Ｈ20 即日検査
を平日午後に
毎日実施(市) 

Ｈ1 Ｈ2 Ｈ3 Ｈ4 Ｈ5 Ｈ6 Ｈ7 Ｈ8 Ｈ9 Ｈ10 Ｈ11 Ｈ12 Ｈ13 Ｈ14 Ｈ15 Ｈ16 Ｈ17 Ｈ18 Ｈ19 Ｈ20 Ｈ21 Ｈ22 Ｈ23 Ｈ24 Ｈ25 Ｈ26 

相談 14603 17458 18002 251926 245299 175837 124735 172641 96735 111046 103206 107266 141269 108907 130144 142451 161474 173651 214347 230091 193271 164264 163006 153583 145401 150993

検査 7864 10649 10980 135674 116712 81495 57978 72186 46237 53218 48218 48754 69925 61652 75539 89004 100287 116550 153816 177156 150252 130930 131243 131235 136400 145048
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7．【全国】 保健所などにおけるエイズ相談･検査件数 

出典 5 ：厚生労働省エイズ動向委員会によるエイ
ズ発生動向年報及びエイズ動向委員会報告 
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　　　　■性感染症の発生動向

出典 11 ：感染症発生動向調査事業 
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9. 平成26年 性器クラミジア感染症 定点医療機関報告数（熊本市） 
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10．平成26年 淋菌感染症 定点医療機関報告数（熊本市） 
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※定点把握：STD定点医療機関から月１回の報告により発生状況を把握
（平成25年1月から熊本市のSTD定点数が5から6に増加） 



出典 13 ：感染症発生動向調査事業 
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※全数把握：梅毒は、診断した医師からの７日以内の届出により全数を把握 
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２）熊本市エイズ対策事業計画 

（Ｈ27年度 熊本市エイズ及び性感染症対策事業 H27年 9月） 

１ 正しい知識の普及啓発 

施策層 平成 26年度報告 平成 27年度計画 

青少年 

       

 

 

 

 

 

【教育関係】 

●高校・専門学校への講師派遣事業 

・泌尿器科医、産婦人科医等の専門医を派遣 

・13回 4,924人（高校 8校、専門 5校） 

・周知 4月、9月 

●出前講座（性感染症予防講座） 

・12回 2,259人（中学 11校、高校 1校） 

・周知 4月、9月 

・出前講座事前・事後アンケートによる講話

内容理解度の把握 

 

【啓発活動】 

●高校文化祭・大学学園祭でのキャンペーン 

・1高校 1日間  63人（必由館） 

・3大学 3日間 231人（熊本保健科学大、 

熊本大、ルーテル大) 

●アンケート調査による若者の実態把握 

（高校、大学でのキャンペーン時） 294人 

●ピアエデュケーターとの協働  

熊本大学医学部保健学科、教育学部養護教

諭養成過程学生 20人 

 

 

 

 

  

【啓発物作成・配布】 

●中学生向けオリジナルパンフレット 

改訂・配布 11校 2,040部 

●啓発物配布 （キャンペーン時など） 

●パンフレット提供（購入分） 

（各団体、学校、事業者等） 

【教育関係】 

●高校・専門学校への講師派遣事業 

・泌尿器科医、産婦人科医等の専門医を派遣 

・周知 4 月、9月 

 

●出前講座（性感染症予防講座） 

・周知 4月、9月  

・出前講座事前・事後アンケートによる講

話内容理解度の把握 

 

 

【啓発活動】 

●高校文化祭・大学学園祭でのキャンペーン 

・2高校 2日間（必由館、中央） 

・2大学 2日間（熊本学園大、崇城大) 

 

●アンケート調査による若者の実態把握 

（高校、大学でのキャンペーン時） 

●ピアエデュケーターとの協働  

熊本大学医学部保健学科、教育学部養護教

諭養成過程学生  

●高校・専門学校等巡回パネル展 

「ＨＩＶ×（日常）×わたし。」※１ 

 ・高校 3校 4回（湧心館、必由館、中央） 

 ・専門学校 1校 1回（熊本歯科技術） 

 

【啓発物作成・配布】 

●中学生向けオリジナルパンフレット 

改訂・配布  

●啓発物配布（キャンペーン時など） 

●パンフレット提供（購入分） 

（各団体、学校、事業者等） 

 

ＭＳＭ 

（男性

間で性

行為を

行う者

をいう。

以下同

じ。） 

【熊本のゲイサークル「KK」※2との協働】 

●連絡会の実施 

・拡大会（9月：関係者による活動状況につ

いての意見交換）KK、LOVE Act Fukuoka

（福岡の NPO）、熊本大学医学部附属病院

エイズ診療従事者、熊本県、熊本市 

 

・担当者会議（10月、11月：具体的な活動案

について意見交換）：KK、熊本大学附属病

院エイズ診療従事者、熊本市 

・メール等による情報交換（随時） 

 

【熊本のゲイサークル「KK」※2との協働】 

●連絡会の実施 

・拡大会（4月、必要時：関係者による活動

状況についての意見交換）KK、LOVE Act 

Fukuoka（福岡の NPO）、熊本大学医学部

附属病院エイズ診療従事者、熊本県、熊

本市 

・担当者会議（必要時：具体的な活動案につ

いて意見交換）：KK、熊本大学附属病院エ

イズ診療従事者、熊本市 

・メール等による情報交換（随時） 
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●MSM対象茶話会の実施（場所提供） 

   1回 12名 

 

 

 

 

 

●ホームページへのリンク 

 本市エイズ検査相談のページにＫＫのホー

ムページをリンク 

 

【その他】 

●相談室へのパンフレット陳列、配布 

●セクシュアリティに配慮した啓発活動・情

報収集 

●MSM対象茶話会の実施（場所提供） 

  数回実施予定 

●MSM対象勉強会の実施  数回実施予定 

●MSM向けオリジナル啓発ステッカーの作成 

●ゲイコミュニティ配布用オリジナルコンド

ームの作成 

●啓発物のゲイコミュニティでの配布 

●ホームページへのリンク 

 本市エイズ検査相談のページにＫＫのホー

ムページをリンク 

 

【その他】 

●相談室へのパンフレット陳列、配布 

●セクシュアリティに配慮した啓発活動・情

報収集 

 

外国人 

 

●外国語パンフレット陳列、配布 

●市ホームページ（英語版） 

 

●外国語パンフレット陳列、配布 

●市ホームページ（英語版） 

性風俗

産業従

事者利

用者 

●情報収集 ●情報収集 

薬物乱

用者 

●情報収集 ●情報収集 

一般市

民 

【マスコミ】 

●広報：ラジオ 3回 

●市政だより：6月号、12月号、1月号 

 

【啓発物配布】 

●エイズ予防啓発ポスター 

・ポスター、ステッカー配布先の拡大 

（一般事業所、市・国関連施設、団体等) 

・HIV検査普及週間･エイズデー啓発ポスタ

ーによる啓発 2 回 

●ウェルパルくまもと 1階ロビーに啓発パン

フレットを配置（常時） 

●保健所、区役所でのパンフレット・啓発物

配布  

●エイズ検査広報ステッカー作成・掲示 

●エイズ検査広報カード作成・配布 

 

【イベント】 

●街頭キャンペーン  

・1回 1日間 11/29（土） 

・場所：ゆめタウンはません 

・ボランティアグループ Safe LOVE 

Kumamoto※２との協働で実施（学生、社会

人等）25人 

・内容： 

＊パネル展「ＨＩＶ×（日常）×わたし。」 

＊ファッションショー 

【マスコミ】 

●広報：ラジオ等 

●市政だより：6月号、12月号 

 

【啓発物配布】 

●エイズ予防啓発ポスター 

・ポスター、ステッカー配布先の拡大 

（一般事業所、市関連施設、民間施設等) 

・HIV検査普及週間･エイズデー啓発ポスタ

ーによる啓発 2回 

●ウェルパルくまもと 1階ロビーに啓発パン

フレットを配置（常時） 

●保健所、区役所でのパンフレット・啓発物

配布  

●エイズ検査広報ステッカー作成・掲示 

●エイズ検査広報カード作成・配布 

 

【イベント】 

●街頭キャンペーン  

・1回 1日間 11月末 

・ボランティアグループ Safe LOVE 

Kumamoto※２との協働で実施（学生、社会

人等） 

 

 

 

 

※1 
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学生らが、レッドリボンをモチーフ

にした衣装とメッセージボードで観客

へメッセージを伝えた。 

＊若者向け検査広報カード、家族連れ向 

け啓発カード作成・配布  250枚   

●パネル展 

・エイズパネル展（２回） 

ウェルパルくまもと玄関ホール 

（5/21～6/9、11/12～12/6） 

＊エイズの基礎知識、エイズクイズなど 

 

 

 

 

 

 

【ホームページ】 

●熊本市ホームページ及び携帯電話ホームペ

ージサイトを利用した情報発信 

●熊本市ホームページ内容の改善・随時更新 

（聴覚障害者のメール予約相談に対応） 

 

【出前講座】 

●出前講座（働く世代） 

・事業所 1回 20人 

 

 

 

 

 

●巡回パネル展「ＨＩＶ×（日常）×わたし。」 

・全国性教育研究大会、九州ブロック性教育

研究大会（パレアホール、森都心プラザ） 

  8/2～8/4（3日間） 

・ＬＧＢＴ映画祭（仮称）（熊本市内）12/5 

・市主催のエイズ啓発イベント等で展示 

＊街頭エイズキャンペーン 11 月末 

＊エイズパネル展の拡大実施 

ウェルパルくまもと玄関ホール 

（5～7月、11～12月） 

＊エイズ相談室周辺（常設展示） 

 

【ホームページ】 

●熊本市ホームページ及び携帯電話ホームペ

ージサイトを利用した情報発信 

●熊本市ホームページ内容の改善・随時更新 

（アクセシビリティに配慮した変更等） 

 

【出前講座】 

●出前講座（働く世代） 

・PTA、企業等 

※１ パネル展「ＨＩＶ×（日常）×わたし。」：熊本の学生、社会人、医療関係者等に行ったエイズ

に関するインタビューの内容と写真をパネルにしたもの。26年度の街頭キャンペーンにあわせて

作製した。27年度以降は高校、専門学校、その他一般施設等で巡回展示を行う。 

※２ KK：平成 25年 12月に結成された熊本のゲイ当事者によるサークル。20～30代の学生、社会人 4名

で構成。26年 9月から熊本市との協働に向けた取り組みを開始した。 

※３ Safe LOVE Kumamoto（SaLK）：熊本市の若者によるエイズ啓発ボランティアグループ。熊本大学の

学生や社会人、約 20人で構成。平成 25年の街頭キャンペーンを実施するに当たり結成された。 

 

２ 相談検査体制の充実 

 平成 26年度実施 平成 27年度計画 

窓口の 

拡大 

●エイズ相談・検査 

通常検査 月～金曜日  9：00～11：00 

即日検査（予約制） 

月～金曜日   13：00～15：00 

（夜間）第 2・4火曜日  17：30～19：30 

（休日）第 2日曜日   13：00～15：00 

 

●即日検査【26年実績（件）】 

相談数 1,738  検査数 1,643 

ｸﾗﾐｼﾞｱ抗体検査 1,472、梅毒検査 1,541 

 

夜間（再掲）相談 126 検査 126 結果 0 

日曜（再掲）相談 115 検査 115 結果 0 

即日（再掲）相談 1,234  検査 1,229 

●エイズ相談・検査 

通常検査 月～金曜日  9：00～11：00 

即日検査（予約制） 

月～金曜日   13：00～15：00 

（夜間）第 2・4火曜日  17：30～19：30 

（休日）第 2日曜日   13：00～15：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

※1 
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●即日検査枠拡大 

6月と 12月の日曜検査を予約不要で実施 

○6/8(日) 13：00～14：00 

  ・相談・検査 26人 

○12/14(日) 13：00～14：00 

 ・相談・検査 40人 

●メール予約の導入 

＊第 4火曜日の夜間検査の枠を拡大し、メー

ルでの予約を受け付けた（6～8月） 

月毎の受検者数（再掲：メール予約利用者）  

6月 14人（2人）、 7月 14人（4人） 

 8月 15人（12人） 

＊平日午後の即日検査を対象に、メールでの

予約受付を開始した（10月～） 

 ・利用者数（10～3月）27人（6.2％） 

 

●受検者アンケートの実施  

通常・即日・特例検査時に任意でアンケー

トを実施 

 

 

●即日検査枠拡大 

 6月と 12月の日曜検査を予約不要で実施 

○6/14(日) 13：00～14：00 

・相談・検査 29人 

○12/13 (日) 13：00～14：00予定 

   

 

 

 

 

 

●メール予約受付 

＊平日午後の即日検査を対象に、メールでの

予約を受付 

 ・利用者数（4～7月）30人（10.3％） 

 

●受検者アンケートの実施  

通常・即日・特例検査時に任意でアンケー

トを実施 

 

相談業務

の充実 

●相談員内部研修の強化 

・8月～9月 MSM対応、セクシュアリティ

配慮に関しての内部研修 

●担当者のエイズ対策研修受講 

●エイズ相談研修受講 

●相談員内部研修の強化 

・8月～9 月 MSM対応、セクシュアリティ

配慮に関しての内部研修 

●担当者のエイズ対策研修受講 

●エイズ相談研修受講 

○HIV検査普及週間 6／1～7   ○世界エイズデー  12／1 

 

３ 医療体制および生活支援体制 

 平成 26年度実施 平成 27年度計画 

医療体制 検査陽性時、拠点病院の受診に同伴 

（希望時） 

感染者・医療担当者との情報交換 

検査陽性時、拠点病院の受診に同伴 

（希望時） 

感染者・医療担当者との情報交換 

 

生活支援体制：必要時にホームヘルパー等へＨＩＶに対する正しい知識を提供する 

福祉制度：身体障害者手帳、更生医療による医療費助成・福祉サービス(申請窓口：障がい保健福祉課） 

 

４ 推進体制の整備 

 平成 26年度実施 平成 27年度計画 

熊本市エイズ

総合対策推進

会議 

●9月に開催 

●3月に報告書作成 

●エイズ対策の目標値（指標）の実動

計画､実施 

 

●9月に開催 

●3月に報告書作成 

●エイズ対策の目標値（指標）の実動計画､

実施 

 

NGOとのパート

ナーシップ 

推進 

●情報提供（研修会など） ●情報提供（研修会など） 
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３） 平成 25～29 年度 ＨＩＶ感染および性感染症の予防対策 

 （平成 26年実績） 

 

 

①HIV 抗体検査数の増加 

【施策（実施内容）】 

●相談検査体制の充実  

・予約不要の休日検査（特例検査）を年 2回（6月、12月）の定例化で実施 

・プライバシーに配慮した体制、相談員研修の充実 

  ・メールによる予約受付方法の検討、試行 

 

 ●検査に関する広報の充実 

・ホームページ改善、ポスター、ステッカー、検査啓発カード等の作成・配布 

  ・高校・専門学校への講師派遣時に感染症対策課職員が熊本での現状と検査について

講話 

・街頭キャンペーンでのアピール 

 

【実績】平成 20 年以降、相談・検査数は減少傾向に転じていたが、平成 25 年、26 年と 2

年連続で増加した。平成 26 年は前年より 44 件増え、過去 5 年間では最多、過去 3 番

目に多い値だった。 

 

年 Ｈ24(基準) Ｈ25 H26 H29(目標) 

ＨＩＶ抗体検査数（件） 1,426 1,599 1,643 1,780 

(再掲)通常検査（件） 335 399 414  

(再掲)即日検査（件）     
（検査数に占める即日の割合） 

1,091 

(76.5％) 

1200 

(75.0％) 

1229 

（74.8％） 
 

エイズ相談数（件） 1,501 1,704 1,738  

指標及び目標値  

① HIV 抗体検査数の増加  

    平成 29年の検査数 1,780件（過去最多の平成 20年の件数） 

（現状）平成 24年：1,426件 ⇒ （目標）平成 29年：1,780件 

 

② 性器クラミジア感染症報告数の減少 

平成 29年の報告数 324件（平成 24年報告数の 10％減） 

（現状）平成 24年：360件 ⇒ （目標）平成 29年：324件 
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※H27～29は目標値 

 

【評価・今後の方針】平成 26年は、過去 3番目に多い結果となった。これは、テレビ番組

や報道の影響、予約不要の休日検査（特例検査）利用者の増加によると考えられる。 

   今後は、メール予約を受け付けるなど、若年者が利用しやすい体制整備を視野に新

たな取組みを展開していく。 

 

②性器クラミジア感染症報告数の減少 

【施策（実施内容）】 

●性感染症予防教育の実施：中学 3 年生、高校生等への出前講座、高校への講師派遣事

業、保護者や企業等への研修会等のアプローチ 

 

●高校・専門学校への講師派遣時に感染症対策課職員が熊本での現状と検査について講

話 

 

【実績】平成 26年は、前年より 45件減少したが、基準年より 25件多かった。  

年 Ｈ24(基準) Ｈ25 H26 Ｈ29(目標) 

性器クラミジア感染症報告数（件） 360 430 385 324 

 

※H27～29は目標値 

【評価・今後の方針】平成 26年は、前年より報告数が減少した。今後も引き続き報告数減

少に向けて取り組む。  
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４）平成 27 年度 エイズ対策の主な取り組み 

① ＭＳＭ当事者グループ「ＫＫ」との協働 

 

１ 背景 

国内の HIV 感染者・エイズ患者（日本国籍）のうち、約 59％が男性同性間の性的接

触による感染と多くを占めており、MSM（男性間で性行為をするものを言う、以下同じ。）

への予防啓発・教育と検査の推進が急務とされている。 

熊本県の MSM 人口は、成人男性（20～59 歳）の約 4.9％※といわれており、熊本市内

にも複数のゲイ向け商業施設等がある。しかし、偏見や差別が存在している社会背景等

や、性的指向の側面で配慮が必要なことから、これらコミュニティへの行政による積極

的な介入は逆効果と言われており、本市においてもこれまで有効なアプローチ方法がな

く、長年、当事者グループによる主体的な活動が望まれてきた。 

 

 

 

２ 経緯 

平成 26 年 8 月に、福岡の NPO「LOVE ACT FUKUOKA（LAF）」代表 牧園氏から市感

染症対策課へ、「熊本で活動しているゲイ当事者によるサークル「KK」のメンバーが、

行政と連絡を取ることを希望している」との連絡があった。これを受け、9月に、関係

者による連絡会を開催し、協働に向けた取組みを開始した。 

 

３ ＫＫについて 

（１）構成  熊本在住の 20～30代男性 4名 

（２）主な取り組み 

・コミュニティペーパーの作成及びゲイバーやイベント等での配布 

・ブログ等インターネットを活用した情報発信 

・当事者対象の茶話会の実施 

  ・セクシュアルマイノリティ当事者として、各種研修会等での講演活動 

 

４ 熊本市とＫＫとの協働について （詳細は 15ページ参照） 

26 年度は連絡会などを通して情報交換を行い、27 年度はさらに、MSM 当事者向け

の啓発物作成や勉強会の企画・実施など具体的な活動を行っていく。 

 

（１）連絡会  

拡大会及び担当者会議として 27年 8月までに 4回実施した。拡大会では、KK、

LOVE Act Fukuoka代表（福岡の NPO）、熊本大学医学部附属病院エイズ診療従事者、

熊本県、熊本市による今後の取り組みについての意見交換や活動状況の報告を行い、

担当者会議は、KK、熊本大学医学部附属病院エイズ診療従事者、熊本市の担当者等

※出典：H24年度厚生労働科学研究費補助金エイズ対策研究事業「MSMの HIV

感染対策の企画、実施、評価の体制整備に関する研究」（代表市川誠一） 
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少人数で、具体的な活動案について意見交換を行った。 

 

（２）勉強会   

   KKメンバー対象の勉強会を 27年 5月に行った。6月には、MSM対象の勉強会イ

ベントを実施し、4名が参加した。  

       

（３）オリジナル啓発ステッカーの作成 

（４）ゲイコミュニティ配布用オリジナルコンドームの作成 

（５）啓発物のゲイコミュニティでの配布 

（６）ホームページへのリンク 

・熊本市エイズ検査相談のページに KKのホームページをリンク 

  

５ 今後の展望 

  KK主体の活動を行政や医療関係者が支援していく。 



KKと熊本市の協働 H27.8月25日　現在　　　

日時 場所 内容

第１回連絡会
（拡大会）

平成26年９月１日（月）
19：30～

ウェルパルくまもと
４階会議室

13名

KK：2名
LAF：1名
熊大：5名
県：2名
市：３名

●関係者が集まり、それぞれの活動状況等について情報交換を
行った。
１.　自己紹介
2.　熊本市のエイズ対策
3.　当事者の活動について
4.　情報交換

第２回連絡会
平成26年10月17日（金）
19：00～

ウェルパルくまもと
４階会議室

6名
KK：2名
LAF：1名
市：3名

●具体的な活動案について意見交換
１.　自己紹介
2.　熊本市のエイズ対策
3.　ＫＫの活動について
4.　意見交換　・これからの協働について

第３回連絡会
平成26年12月12日（金）
19：00～

ウェルパルくまもと
４階会議室

７名
KK：3名
熊大：1名
市：3名

●具体的な活動案について意見交換
１．前回の続き～意見交換
　・啓発物のデザイン、フリーペーパーの作製
　・勉強会について
　・報告書に記載する名前について
２．近況報告
　・ＫＫの活動
　・熊本市の啓発（エイズデー関連）
３．お知らせなど　・12/14特例検査の実施

パネル展
インタビュー

平成27年1月29日（木）
18：30～

市内喫茶店 ４名
KK：2名
SaLK※：1名
市：1名

SaLKと熊本市の協働で企画したパネル展「HIV×（日常）×わた
し。」のインタビューにKKメンバーが協力

KKお茶会
（第１回）

平成27年2月20日（金）
19：30～

中央公民館 12名
KK：３名
市民：９名

ゲイ当事者の懇親会（当事者のみのクローズで実施）

第４回連絡会
（拡大会）

平成27年4月23日（木）
19：00～

ウェルパルくまもと
４階会議室

９名

KK：1名
LAF：1名
熊大：4名
市：3名

●今後の活動について意見交換
１.　平成２６年度の取組み状況について（報告）
2.　ＫＫの活動について（KK）
3.　エイズに関するトピックス（松下教授）
4.　これからの協働について意見交換
　・今年度の見通し
　・フリーペーパー、啓発ステッカーの作製、勉強会など

KKお茶会
（第２回）

平成27年5月22日（金）
18：10～

中央公民館 12名
KK：２名
市民：１０名

ゲイ当事者の懇親会（当事者のみのクローズで実施）

勉強会
（ＫＫ対象）

平成27年5月27日（水）
10：00～

ウェルパルくまもと
４階会議室

2名
KK：1名
市：1名

・エイズの基礎知識、質疑応答
・勉強会イベントについての打合せ

勉強会イベント
打合せ

平成27年6月6日、27日
ウェルパル、市内喫
茶店等

３名
KK：１名
熊大：１名
市：１名

・イベントの構成、内容、広報などについて

勉強会イベント
（市民対象）

平成27年6月28日（日）
13：30～15：30

ウェルパルくまもと
１階会議室

７名

KK：1名
熊大：1名
市：1名
市民　４名

●ゲイ当事者対象の勉強会イベント
・講師：熊本大学医学部附属病院 看護師 高木
　　　　熊本市感染症対策課　泉
・内容：「エイズについての基礎知識」
　　　　「感染したらどうなるの」
　　　　「意識調査と意見交換（フリートーク）」

第5回連絡会
平成27年8月24日（月）
18：00～

ウェルパルくまもと
４階会議室

6名
KK：２名
熊大：１名
市：３名

●具体的な活動案について意見交換
１.　エイズ対策会議について
２．啓発ステッカー、コンドーム作製について
３．これまでの活動とこれからの活動について
　　（勉強会、お茶会の企画）

KKお茶会
平成27年９月１５日（火）
15：00～17：00
（予定）

市内飲食店
・ゲイ当事者の懇親会（当事者のみのクローズで実施）
・エイズに関するワークショップ（エイズをテーマにした簡単な
勉強会と交流会）

勉強会イベント
（市民対象）

平成27年１１～１２月頃
（予定）

ウェルパルくまもと
１階会議室（予定）

●ゲイ当事者対象の勉強会イベント

※熊本市の若者によるエイズ啓発ボランティアグループ「Safe　LOVE　Kumamoto」

●平成２６年８月に、福岡のNPO「LOVE　ACT　FUKUOKA（LAF）」代表　牧園氏から市感染症対策課へ、「熊本で活動しているゲイ当事
者サークル「KK」のメンバーが、行政と連絡を取ることを希望している」との連絡があり、協働に向けた取組みを開始した。
●９月に、熊本大学附属病院関係者や県の担当者も含めて第１回目の連絡会を実施し、情報交換を行った。その後の取組みは以下のとおり。
○２６年度は、お互いの状況について情報交換を行った。
○２７年度は、啓発物の作成や勉強会を実施する。

出席者
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②エイズ啓発 巡回パネル展 『HIV×（日常）×わたし』 

 

１ 概要 

若い世代を中心に広がるエイズや性感染症について、市民の関心を高め、正しく知る

機会とすることを目的に、平成 27 年度から、市内の高校及び専門学校やその他一般施

設等においてエイズ啓発巡回パネル展を開始する。 

なお、パネルの作製は、熊本の若者によるボランティアグループ「Safe LOVE Kumamoto」

と熊本市の協働で行う。 

 

２ パネル展内容 

（１）エイズの基礎知識についての解説パネル 

（２）熊本に在住の学生、社会人、医療関係者 10 名に「エイズに対する日頃の思い」

や「エイズにまつわるエピソード」などについてインタビューした内容と、イメー

ジ写真 

 

３ 対象者  一般市民（特に高校生以上の若い世代）  

 

４ 平成 27年度実施計画 

（１）高校・専門学校 

・湧心館高校 7月 7日（火）～24日（金）  

・必由館高校 9月 18日（金）・19日（土）（同校文化祭で展示）   

       11月～12月頃（保健室前廊下に展示） 

・中央高校  2学期以降 

・熊本歯科技術専門学校 12月頃 

 

（２）その他 

 ・全国性教育研究大会・九州ブロック性教育研究大会（パレアホール、森都心プラザ） 

8月 2日（日）～4日（火） 

・ＬＧＢＴ映画上映会（市内、場所未定） 12月 

・市主催のエイズ啓発イベント等で展示 

＊街頭エイズキャンペーン 11月末 

＊エイズパネル展の拡大実施  ウェルパルくまもと玄関ホール 

（5～7月、11～12月） 

＊エイズ相談室周辺（常設展示） 

 

５ 今後の展望 

 ・3月に市内の高校・専門学校全校へ案内を送付し、希望のあった学校を巡回する（年
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4～5校程度）。できるかぎり多くの学校での実施を目指す。 

 ・パネル展以外での資材の活用方法を検討する。 

 

【展示の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

湧心館高校 

全国性教育研究大会 

（森都心プラザ） 

全国性教育研究大会 

（パレアホール） 
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■ 情報 「厚生労働省エイズ動向委員会報告 2015年 8月」から 

 

      ○委員長コメント 

      ○表２ 平成 27年 6月 28日現在の HIV感染者及びエイズ患者の 

国籍別、性別、感染経路別報告数の累計 

○表３ ＨＩＶ感染者及びエイズ患者の都道府県別累計報告状況 

 



 

 

平成27年8月18日 

 

第142回エイズ動向委員会 

委 員 長 コ メ ン ト 

 

 

《平成２７年第２四半期》 

【概要】 

１． 今回の報告期間は平成27年3月30日～平成27年6月28日までの約3か月 

２．新規ＨＩＶ感染者報告数は267件（前回報告221件、 前年同時期276件） 

そのうち男性254件、女性13件で、男性は前回（203件）より増加、前年同時期（263件）より減少、女性は

前回（18件）より減少、前年同時期（13件）と同数 

３．新規ＡＩＤＳ患者報告数は118件（前回報告100件、前年同時期120件） 

そのうち男性114件、女性4件で、男性は前回（94件）より増加、前年同時期（116件）より減少、女性は前

回（6件）より減少、前年同時期（4件）と同数 

４．ＨＩＶ感染者とＡＩＤＳ患者を合わせた新規報告数は385件 

 

【感染経路・年齢等の動向】 

１．新規ＨＩＶ感染者： 

○ 同性間性的接触によるものが169件（全ＨＩＶ感染者報告数の約63％） 

○ 異性間性的接触によるものが63件（全ＨＩＶ感染者報告数の約24％） 

そのうち男性53件、女性10件 

○ 静注薬物によるものは3件（うち、その他に計上されているものが2件） 

○ 母子感染によるものは1件 

○ 年齢別では、 20～40代が多い。 

２．新規ＡＩＤＳ患者： 

○ 同性間性的接触によるものが67件（全ＡＩＤＳ患者報告数の57％） 

○ 異性間性的接触によるものが27件（全ＡＩＤＳ患者報告数の23％） 

そのうち男性24件、女性3件 

○ 静注薬物によるものは1件（うち、その他に計上されているものが1件） 

○ 年齢別では、40代前後が多い。 

 

【検査・相談件数の概況（平成27年4月～6月）】 

１． 保健所におけるＨＩＶ抗体検査件数（速報値）は24,030件 

（前回報告速報値23,778件、前年同時期確定値29,238件） 

自治体が実施する保健所以外の検査件数（速報値）は7,546件 

（前回報告速報値7,667件、前年同時期確定値8,691件） 

２． 保健所等における相談件数（速報値）は34,658件 

（前回報告速報値32,602件、前年同時期確定値38,922件） 

 

【献血の概況（平成27 年1月～6月）】 

１. 献血件数（速報値）は、2,464,119件（前年同時期速報値2,511,475件） 

２. そのうちＨＩＶ抗体・核酸増幅検査陽性件数（速報値）は27件（前年同時期速報値36件） 

10万件当たりの陽性件数（速報値）は、1.096件（前年同時期速報値1.433件） 

 

 

 



 

 

《まとめ》 

１． 今回は、ＨＩＶ検査普及週間を含む四半期であった。前回に比し、新規ＨＩＶ感染者報告数、新規ＡＩＤＳ患者

報告数は増加した。 

２． 新規ＨＩＶ感染者は20～40代、新規ＡＩＤＳ患者は40代前後で報告数が多いが、幅広い年齢層において報告が

認められた。性別・年齢を問わず、ＨＩＶに感染する可能性がある。適切な予防策により感染を予防することが

可能であり、また重要である。 

３． 早期発見は個人においては早期治療、社会においては感染の拡大防止に結びつくので、今後も保健所等の無料・

匿名ＨＩＶ抗体検査および相談を積極的に利用していただきたい。 



感染症法に基づくＨＩＶ感染者・エイズ患者情報

平成27年6月28日現在のＨＩＶ感染者及びエイズ患者の国籍別、性別、感染経路別報告数の累計

診断区分 感染経路 日本国籍 外国国籍 合計

男 女 計 男 女 計 男 女 計

ＨＩＶ感染者 合計 13,558 894 14,452 1,477 1,417 2,894 15,035 2,311 17,346

異性間の性的接触 2,728 729 3,457 415 833 1,248 3,143 1,562 4,705

同性間の性的接触
＊１

9,398 4 9,402 569 1 570 9,967 5 9,972

静注薬物使用 39 2 41 27 3 30 66 5 71

母子感染 18 9 27 5 8 13 23 17 40

その他
＊２

270 38 308 55 27 82 325 65 390
不明 1,105 112 1,217 406 545 951 1,511 657 2,168

エイズ患者 合計
＊３

6,260 354 6,614 847 390 1,237 7,107 744 7,851

異性間の性的接触 2,033 233 2,266 290 217 507 2,323 450 2,773

同性間の性的接触
＊１

2,929 3 2,932 148 2 150 3,077 5 3,082

静注薬物使用 27 3 30 26 2 28 53 5 58

母子感染 9 3 12 1 5 6 10 8 18

その他
＊２

161 22 183 27 15 42 188 37 225
不明 1,101 90 1,191 355 149 504 1,456 239 1,695

ＨＩＶ感染者+エイズ患者  合計 19,818 1,248 21,066 2,324 1,807 4,131 22,142 3,055 25,197

凝固因子製剤による感染者
＊４

1,421 18 1,439 － － － 1,421 18 1,439

＊１　両性間性的接触を含む。
＊２　輸血などに伴う感染例や推定される感染経路が複数ある例を含む。
＊３　平成11年3月31日までの病状変化によるエイズ患者報告数154件を含む。
＊４　「血液凝固異常症全国調査」による2014年5月31日現在の凝固因子製剤による感染者数

※死亡者報告数

 感染症法施行後の任意報告数（平成11年4月1日～平成27年6月30日） 371 名

　エイズ予防法
＊５

に基づく法定報告数（平成元年2月17日～平成11年3月31日） 596 名
　
凝固因子製剤による感染者の累積死亡者数

＊６
700 名

＊５　エイズ予防法第５条に基づき、血液凝固因子製剤による感染者を除く。
＊６　「血液凝固異常症全国調査」による2014年5月31日現在の報告数



ＨＩＶ感染者 エイズ患者

報告地 〔居住地〕報告地〔居住地〕 報告地 〔居住地〕報告地〔居住地〕

北海道 1 北海道 6 〔5〕 3 〔3〕 244 1.4% 〔134〕 〔1.7%〕 2 〔3〕 4 〔2〕 149 1.9% 〔70〕 〔1.9%〕

東北 2 青森県 0 〔0〕 0 〔0〕 48 0.3% 〔18〕 〔0.2%〕 1 〔1〕 1 〔1〕 30 0.4% 〔11〕 〔0.3%〕

3 岩手県 0 〔0〕 0 〔0〕 27 0.2% 〔10〕 〔0.1%〕 0 〔0〕 2 〔2〕 31 0.4% 〔14〕 〔0.4%〕

4 宮城県 1 〔1〕 2 〔2〕 120 0.7% 〔54〕 〔0.7%〕 2 〔2〕 2 〔2〕 84 1.1% 〔47〕 〔1.3%〕

5 秋田県 0 〔0〕 0 〔0〕 21 0.1% 〔6〕 〔0.1%〕 0 〔0〕 0 〔0〕 23 0.3% 〔10〕 〔0.3%〕

6 山形県 2 〔2〕 0 〔0〕 25 0.1% 〔12〕 〔0.2%〕 0 〔0〕 0 〔0〕 23 0.3% 〔6〕 〔0.2%〕

7 福島県 5 〔5〕 0 〔0〕 68 0.4% 〔33〕 〔0.4%〕 0 〔0〕 2 〔1〕 45 0.6% 〔17〕 〔0.5%〕

ブロック計 8 8 2 〔2〕 309 1.8% 〔133〕 〔1.7%〕 3 〔3〕 7 〔6〕 236 3.0% 〔105〕 〔2.8%〕

関東・甲信越 8 茨城県 1 〔1〕 2 〔2〕 519 3.0% 〔115〕 〔1.5%〕 4 〔3〕 0 〔0〕 318 4.1% 〔81〕 〔2.2%〕

9 栃木県 3 〔0〕 2 〔2〕 241 1.4% 〔71〕 〔0.9%〕 0 〔0〕 3 〔4〕 192 2.4% 〔52〕 〔1.4%〕

10 群馬県 2 〔0〕 1 〔1〕 182 1.1% 〔65〕 〔0.8%〕 1 〔0〕 0 〔0〕 133 1.7% 〔40〕 〔1.1%〕

11 埼玉県 6 〔7〕 4 〔3〕 490 2.8% 〔375〕 〔4.9%〕 2 〔4〕 2 〔2〕 332 4.2% 〔172〕 〔4.6%〕

12 千葉県 6 〔7〕 8 〔8〕 749 4.3% 〔345〕 〔4.5%〕 5 〔5〕 7 〔5〕 512 6.5% 〔189〕 〔5.1%〕

13 東京都 95 〔70〕 71 〔63〕 6,461 37.3% 〔2,331〕 〔30.2%〕 21 〔20〕 21 〔16〕 1,994 25.4% 〔765〕 〔20.5%〕

14 神奈川県 19 〔25〕 16 〔14〕 1,189 6.9% 〔566〕 〔7.3%〕 6 〔7〕 10 〔10〕 576 7.3% 〔219〕 〔5.9%〕

15 新潟県 1 〔0〕 2 〔2〕 88 0.5% 〔28〕 〔0.4%〕 1 〔1〕 0 〔0〕 58 0.7% 〔24〕 〔0.6%〕

16 山梨県 1 〔1〕 0 〔0〕 107 0.6% 〔28〕 〔0.4%〕 2 〔1〕 1 〔1〕 47 0.6% 〔13〕 〔0.3%〕

17 長野県 1 〔1〕 1 〔0〕 302 1.7% 〔58〕 〔0.8%〕 2 〔1〕 0 〔0〕 196 2.5% 〔51〕 〔1.4%〕

ブロック計 135 112 108 〔95〕 10,329 59.6% 〔3,982〕 〔51.5%〕 44 〔42〕 44 〔38〕 4,358 55.5% 〔1,606〕 〔43.1%〕

北陸 18 富山県 0 〔0〕 1 〔1〕 37 0.2% 〔16〕 〔0.2%〕 1 〔0〕 1 〔1〕 28 0.4% 〔10〕 〔0.3%〕

19 石川県 1 〔0〕 1 〔0〕 74 0.4% 〔42〕 〔0.5%〕 0 〔0〕 0 〔0〕 36 0.5% 〔22〕 〔0.6%〕

20 福井県 1 〔1〕 0 〔0〕 48 0.3% 〔21〕 〔0.3%〕 1 〔0〕 2 〔2〕 34 0.4% 〔22〕 〔0.6%〕

ブロック計 2 〔1〕 1 〔1〕 158 0.9% 〔79〕 〔1.0%〕 2 〔0〕 3 〔3〕 98 1.2% 〔54〕 〔1.4%〕

東海 21 岐阜県 3 〔0〕 4 〔5〕 134 0.8% 〔97〕 〔1.3%〕 4 〔5〕 1 〔1〕 114 1.5% 〔79〕 〔2.1%〕

22 静岡県 5 〔5〕 9 〔8〕 401 2.3% 〔143〕 〔1.8%〕 1 〔1〕 1 〔0〕 197 2.5% 〔78〕 〔2.1%〕

23 愛知県 19 〔19〕 18 〔14〕 1,023 5.9% 〔524〕 〔6.8%〕 10 〔12〕 7 〔7〕 519 6.6% 〔373〕 〔10.0%〕

24 三重県 2 〔3〕 1 〔2〕 147 0.9% 〔68〕 〔0.9%〕 0 〔0〕 0 〔0〕 84 1.1% 〔43〕 〔1.2%〕

ブロック計 29 〔27〕 32 〔29〕 1,705 9.8% 〔832〕 〔10.8%〕 15 〔18〕 9 〔8〕 914 11.6% 〔573〕 〔15.4%〕

近畿 25 滋賀県 1 〔0〕 2 〔3〕 72 0.4% 〔45〕 〔0.6%〕 4 〔4〕 1 〔1〕 60 0.8% 〔30〕 〔0.8%〕

26 京都府 0 〔2〕 1 〔2〕 222 1.3% 〔123〕 〔1.6%〕 1 〔1〕 2 〔1〕 109 1.4% 〔53〕 〔1.4%〕

27 大阪府 36 〔26〕 41 〔34〕 2,189 12.6% 〔1,087〕 〔14.1%〕 10 〔14〕 7 〔7〕 703 9.0% 〔476〕 〔12.8%〕

28 兵庫県 7 〔8〕 6 〔7〕 378 2.2% 〔275〕 〔3.6%〕 4 〔2〕 2 〔1〕 213 2.7% 〔121〕 〔3.2%〕

29 奈良県 2 〔2〕 2 〔1〕 101 0.6% 〔56〕 〔0.7%〕 3 〔1〕 1 〔1〕 71 0.9% 〔42〕 〔1.1%〕

30 和歌山県 2 〔2〕 1 〔1〕 59 0.3% 〔36〕 〔0.5%〕 1 〔1〕 0 〔0〕 47 0.6% 〔17〕 〔0.5%〕

ブロック計 48 〔40〕 53 〔48〕 3,021 17.4% 〔1,622〕 〔21.0%〕 23 〔23〕 13 〔11〕 1,203 15.3% 〔739〕 〔19.8%〕

中国・四国 31 鳥取県 0 〔0〕 0 〔0〕 13 0.1% 〔6〕 〔0.1%〕 1 〔1〕 1 〔1〕 16 0.2% 〔13〕 〔0.3%〕

32 島根県 0 〔0〕 1 〔1〕 18 0.1% 〔10〕 〔0.1%〕 0 〔0〕 0 〔0〕 7 0.1% 〔2〕 〔0.1%〕

33 岡山県 8 〔7〕 3 〔3〕 126 0.7% 〔80〕 〔1.0%〕 0 〔0〕 3 〔2〕 73 0.9% 〔38〕 〔1.0%〕

34 広島県 0 〔0〕 1 〔1〕 205 1.2% 〔111〕 〔1.4%〕 4 〔4〕 2 〔3〕 107 1.4% 〔83〕 〔2.2%〕

35 山口県 1 〔1〕 1 〔1〕 56 0.3% 〔35〕 〔0.5%〕 2 〔2〕 0 〔0〕 21 0.3% 〔13〕 〔0.3%〕

36 徳島県 4 〔4〕 1 〔1〕 34 0.2% 〔26〕 〔0.3%〕 0 〔0〕 1 〔1〕 21 0.3% 〔13〕 〔0.3%〕

37 香川県 1 〔2〕 2 〔1〕 53 0.3% 〔33〕 〔0.4%〕 4 〔4〕 2 〔2〕 43 0.5% 〔32〕 〔0.9%〕

38 愛媛県 2 〔2〕 1 〔0〕 72 0.4% 〔28〕 〔0.4%〕 1 〔1〕 0 〔0〕 51 0.6% 〔30〕 〔0.8%〕

39 高知県 1 〔1〕 0 〔1〕 35 0.2% 〔21〕 〔0.3%〕 1 〔1〕 1 〔1〕 21 0.3% 〔14〕 〔0.4%〕

ブロック計 17 〔17〕 10 〔9〕 612 3.5% 〔350〕 〔4.5%〕 13 〔13〕 10 〔10〕 360 4.6% 〔238〕 〔6.4%〕

九州・沖縄 40 福岡県 11 〔10〕 6 〔6〕 452 2.6% 〔286〕 〔3.7%〕 7 〔5〕 5 〔4〕 216 2.8% 〔151〕 〔4.0%〕

41 佐賀県 2 〔2〕 0 〔0〕 29 0.2% 〔30〕 〔0.4%〕 1 〔0〕 0 〔0〕 14 0.2% 〔13〕 〔0.3%〕

42 長崎県 1 〔1〕 0 〔0〕 47 0.3% 〔21〕 〔0.3%〕 1 〔0〕 1 〔1〕 30 0.4% 〔16〕 〔0.4%〕

43 熊本県 0 〔0〕 1 〔1〕 75 0.4% 〔34〕 〔0.4%〕 1 〔1〕 1 〔1〕 56 0.7% 〔41〕 〔1.1%〕

44 大分県 0 〔0〕 0 〔0〕 48 0.3% 〔31〕 〔0.4%〕 0 〔0〕 0 〔0〕 25 0.3% 〔19〕 〔0.5%〕

45 宮崎県 5 〔5〕 1 〔1〕 47 0.3% 〔34〕 〔0.4%〕 1 〔0〕 1 〔1〕 33 0.4% 〔25〕 〔0.7%〕

46 鹿児島県 0 〔0〕 0 〔0〕 75 0.4% 〔45〕 〔0.6%〕 3 〔2〕 0 〔0〕 57 0.7% 〔28〕 〔0.8%〕

47 沖縄県 3 〔3〕 4 〔4〕 195 1.1% 〔118〕 〔1.5%〕 2 〔2〕 2 〔2〕 102 1.3% 〔51〕 〔1.4%〕

ブロック計 22 〔21〕 12 〔12〕 968 5.6% 〔599〕 〔7.7%〕 16 〔10〕 10 〔9〕 533 6.8% 〔344〕 〔9.2%〕

合計 267 〔231〕 221 〔199〕 17,346 100% 〔7,731〕 〔100.0%〕 118 〔112〕 100 〔87〕 7,851 100% 〔3,729〕 〔100.0%〕

　※〔報告地〕：昭和60年から集計
　※〔居住地〕：最近数年間の主な居住地（平成19年4月から記載）

今回 前回 累　計 今回 前回 累　計

報告地 〔居住地〕 報告地 〔居住地〕

感染症法に基づくＨＩＶ感染者・エイズ患者情報

ＨＩＶ感染者及びエイズ患者の都道府県別累積報告状況

ブロック名 都道府県名

後天性免疫不全症候群発生届出（抜粋）
①最近数年間の主な居住地

1)日本国内（ 都道府県）
2)その他（ ）
3)不明


